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シ リー ズ ニ先 史 モ ン ゴ ロイ ドを探 る

最 初 の ア メ リ カ 人

関 　 　 　 　雄 　 二

　本論では,北 米大陸に人類が到着した時期,お

よびさらに南下 した集団が中米,南 米にたどり着

いた時期 について,現 段階の見解 を述べるつもり

である.証 拠 として取 り上 げるのは,考 古学的遺

跡からの発掘調査データであるが,な かでも比較

の視点からも重要な役割 を占める石器に注 目し,

起源 とそこか ら推測され る生業形態についても触

れることにする.

ベー リンジア陸橋 と

無氷回廊 の出現

も2万 年前か ら1万4000年 前頃といわれている.

　このような古地理学的条件 を考慮すると,最 初

のアメリカ人は,少 な くとも1万4000年 前 までに

アジアからアラスカに渡 り,氷床の後退を待 って,

眼前に出現 し始めた氷床間の道,す なわち無氷回

廊を南下 した ことが想像できる.も ちろん,氷 床

の発達以前,す なわち2万 年前以前にべ一 リンジ

アを渡 り,北 米大陸を南に下 ることも可能であっ

た.こ れらの推測 に沿って,考 古学的観点から,

人類の残 した証拠 を追ってみたい.

先 ク ロー ヴ ィス文 化

　アメ リカ大陸の先住民がアジアよりやって来た

ことは多 くの研究者が一致するところである.す

なわち最初 のアメ リカ人は,シ ベ リアよりアラス

カに渡 った ことになる.

　氷期のべ一 リンジアは,氷 河の発達に伴 う海面

低下の影響を受 け,現 在のような海洋環境ではな

く,陸 地が露呈 していたと推測されている.こ の

べ一リンジア陸橋の消滅の時期は,最 終氷期の末

の1万4000年 頃 といわれているので,人類の新大

陸到達 にはそれ以前の年代 を与えるのが妥当であ

ろう.

　 しかし,べ 一 リンジア陸橋 をたとえ早 く渡 った

としても,南 下 を志 した人々の前に一つの障害物

が立ちはだかった と考えられる.氷 床である.現

在のカナダの東部で発達 し,西 に向かって進 む

ローレンタイ ド氷床 とロッキー山脈沿いに現れ,

東進するコルディエラ氷床 とが存在 した と考えら

れる.こ の二つの氷床が現在のカナダ西部でぶつ

かり,南 下の進路を塞いでいたのである(図1).

氷床の発達時期 については諸説あるが,少 なくと

　誰 もが認める氷期の人類(パ レオ ・インディア

ン)文 化 は,無 氷回廊を抜 けでた先の北米大陸南

部で展開したクローヴィス文化である.槍 先につ

ける精巧な作 りの尖頭器(図2)が,絶 滅種であ

るマンモスなどの大型動物の骨 と共伴 し,氷 河時

代に人類がすでにこの地にいた ことを物語ってい

る.ク ローヴィス型尖頭器の分布範囲は広いが,

マンモス との共伴関係が証明されている遺跡 にな

ると,ミ シシッピー川以西 に限定 される(図3).

年代は,1万1500年 前から1万500年 前頃 と推定

されている.先 にあげた1万4000年 前,あ るいは

2万 年前以前 という数字 よりはかな り若い.し た

がって,問 題はクローヴィス以前 に人類がアメリ

カの地 を踏んでいた証拠があるかどうかにある.

いいかえれば,「先 クローヴィス文化」が存在する

か どうかである.

　一般的に考 えるならば,北 米大陸南部にた どり

着 くまでに通過せざるをえなかったアラスカ地方

にクローヴィス と関連 した文化が見つかるはずで
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図1　 1万8000年 前 の ロー レ ン タイ ド氷 床 と コル デ ィエ ラ氷 床(小 野1992よ り　 一部 修 正)

　 　 図2　 クロー ヴィス型尖頭器,底 部 に樋状 剥

　 　 　 　 離 がみられ る.(Lynch　 l978よ り)

あ る.と こ ろが,こ の 探 索 は 実 際 に は さ ほ ど容 易

な こ とで は な い.

　 一 時 は最 初 の ア メ リカ 人 の痕 跡 と して巷 間 を騒

が せ た遺 跡 に,オ ー ル ドク ロ ウが あ る.ア ラ ス カ

との 国 境 に 近 い カ ナ ダ の ユ ー コ ン準 州 に属 す る.

出 土 した カ リブ ー の骨 を測 っ た結 果,2万7000年

前 の 年 代 が 提 出 さ れ,さ らに層 位 関 係 か ら人 類 の

存在はそれ以前にもさかのぼるという意見が主張

された.し か し肝心の層位があいまいであること,

さらにタンデム加速器を用いた再度の年代測定に

よって若い数値が出た ことから,「先クローヴィス

文化」の候補か ら脱落 した.

　現在ではアラスカ地方で提出されている年代は

ずっ と控えめになっている.た とえば最 も古い年

代は,ブ ルーフィッシュ洞窟群の獣骨を測定 して

得 られた1万5000年 前から1万2000年 前頃の数

値である.ま た1万2000年 頃の年代 を示す遺跡

も,い くつか発見されている.こ うした遺跡か ら

は,シ ベ リアで2万 年前頃 までに成立 した細石刃

文化を思い起 こさせるような石器が出土 している

とされているが,い まだに定説 となってはいない.

細石刃文化について述べてお くならば,確 かにそ

の起源 はアジアにおいて古 く,ま た石材の節約,

有効利用を実現 した点で,寒 冷な環境を克服する

ための文化装置である点は認めるにしても,北 米

大陸では,北 部 に限って,そ れ も年代的には後氷
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図3　 クローヴ ィス型尖頭器 と絶滅動物 が出土す る遺跡 の分布

　　 (Agenbroad　 1988を 一部改変)
　　△:マ ス トドン　○:マ ンモス　 ●:マ ンモス とクローヴィス型尖頭器

　　■:本 分中で言及す る遺跡

期に入 って広がることがわかっている.細 石刃文

化の起源や出現年代には議論の余地が残 されてい

るとはいえ,現 状ではクローヴィス文化の起源 と

直接関係するとは考えに くい.

　 さらに後に触れるが,ク ローヴィス型尖頭器 を

特 徴 づ け る底 部 の 扶 り,す な わ ち樋 状 剥 離

(fluting)を 備えた尖頭器がアラスカ地方で現れ

るのは,さ ほど古いことではな く,北 米大陸南部

のクローヴィス文化の遺跡に与 えられている年代

とほぼ同じ頃である.こ のように,調 査不足 を考

慮に入れた としても,ア ラスカ地方において,「先

クローヴィス文化」の明確な証拠はいまだに現れ

ていない.も う少 し南の地域に目を転 じてみよう.

　ペ ンシルヴェニア州メ ドウクロフト洞窟 は,長
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年 の批判 に耐 え て 「先 ク

ローヴィス」の最有力候補

の地位を確保 し続けている

遺跡である.1万9000年 前

か ら1万2800年 前 の時代

を指す層からは,紛 れもな

い尖頭器を含む石器が出土

している.年 代 を平均する

と1万6000年 前 となる.実

験考古学,土 壌,地 質,地

理などさまざまな分野の専

門家の協力を得て,批 判点

の検証を積み重ねている点

が心強い.現 在では,こ の

遺跡の評価 をめぐる論争の

焦点は,フ ミン酸や石炭な

どが絶対年代に影響 を及ぼ

したか どうか という年代測

定試料 の問題 点 に限定 さ

れ,他 の証拠はいちお う批

判をクリアー している.こ

の ほ か,オ レ ゴ ン州 の

フォー ト・ロック洞窟から

は,黒 耀石の尖頭器2点 が

出土 し,1万3250±720年

という年代がでているが,

メ ドウクロフトのように再

調査や徹底的な検証は行わ

れていない.

中米 ・南 米 にお け る

先 ク ロー ヴ ィス文化

　先クローヴィスの探求は,中 米で も行われてい

る.し か し,メ キシコのサ ン・イシ ドロの石器 は,

年代がわか らない表面採集 品で あるし,ト ラバ

コーヤ(2万4000年 前)出 土の石器 といわれてい

る品 も石器 とは判別 できない.ニ カラグアのエ

ル ・ボスケも石器 と炉跡などの解釈の点で問題が

ある.い ずれ もメ ドウクロフトのような精度の高

い研究ではない.さ らにクローヴィス文化 と平行

するような石器文化 も,遺 物 は確認できても年代

が出ていないなど,不 明な点が多すぎる.
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図4　 南米 に お け るパ レオ ・イ ンデ ィア ンの お もな遺 跡

　 　 1:タ イマ ・タ イ マ　 2:エ ル ・ア ブ ラII　 3:テ ィ ビ

　 　 ト　 4:テ ケ ンダ マ　 5:ス エ バ1　 6:チ ョブ シ洞窟

　 　 7:ク ビ ラ ン　 8:ラ ・ク ン ブ レ　 9:キ リ ワ ク 洞 窟

　 　10:ギ タ レー ロ洞窟 　 11:ワ ク ア マチ ャイ　 12:ラ ウ リ

　 　 コ チ ャ 　13:テ ラ ル マ チ ャイ　 14:パ チ ャ マ チ ャ イ

　 　15:ハ イ ワマ チ ャイ　 16:ピ キ マ チ ャイ　 17:ト ケ パ ラ

　 　18:ケ レオ 　 19:タ グア ・タ グ ア　 20:セ ロ ・ラ ・チ ー

　 　ナ 　21:モ ンテ ・ベ ル デ 　22:ロ ス ・トル ドス　 23:ク

　 　エ バ ・デル ・メ デ ィオ　 24:フ ェル ズ 洞窟 　 25:ト レ ス ・

　 　ア ロ ー ヨ ス　 26:メ イオ 洞窟 　 27:ペ ドラ ・フ ラー ダ ・

　 　ボ ケ イ ラ ン洞窟 　 28:エ スペ ラ ンサ 洞窟 　29:ア リセ ・

　 　ボ ェ

　先クローヴィスの問題解明には,視 点を変 えて

南米からの発想 も必要か もしれない.最 初に南米

大陸に足 を踏み入れた人々は,北 米大陸を縦断し

てきた人々,あ るいはその子孫である.し たがっ

て,北 米 における人類の起源の問題が片づけば,

南米の初期人類の問題は容易 に決着がつきそうで

ある.と ころが,実 際には近年,南 米各地から報

告される初期 の人類 に関する情報は,次 々 と古 く

なるいっぽうで,北 米における研究動向 とは真っ

Vol.46　 No.6

向か ら対立 している(図4,5).

　 南米における確実なパレオ ・インディァ

ンの証拠 は,や は りクローヴィス同様,明

確 な尖頭器の形をとる石器,す なわち魚尾

形尖頭器であ り,こ れに与えられている年

代 も1万2000年 か ら1万1000年 前頃であ

る.し かし,北 米の先 クローヴィスにあた

る石器文化の存在を唱える研究者 もかなり

いる.

　 カナダのアルバータ大学のアラン ・ブラ

イアンは,南 米のベネズエラ,ブ ラジル,

チリ,ア ルゼンチンで近年,相 次いで古い

年代が報 じられている遺跡 を積極的に取 り

上げ,新 大陸における人類の歴史 を2万 年

以上のスケールで とらえようとしている.

　 ブライアンが とりあげる遺跡に,ベ ネズ

エラのタイマ ・タイマがある.こ の遺跡は

南米でも珍 しい屠殺肚(Kill　Site)で ある.

大量のマス トドンの骨 とこれに共伴する状

態でエル ・ホボ型 とよばれる尖頭器が発見

されている(図6).南 米のパレオ・インディ

ア ン遺跡で最 も充実 した年代測定が行わ

れ,1万4000年 前から1万1000年 前に及

ぶ値が得 られているが,湧 き水による層位

の混乱,測 定試料への影響が認 められるか

否かをめぐる論争が続いている.

　チ リのモンテ ・ベルデは,最 近発掘が行

われ,衝 撃的な報告がなされた遺跡である.

チ リ南部の森林地帯の河岸段丘 に位置 し,

3万 年前か ら1万3000年 前 までにわた る

利用が認められるという.こ こでは新大陸

ではじめて半定住的な住居跡が発見されて

いる(図7).馬 蹄形に盛 り上がった土には

柱に使われた木材片が伴い,炉 跡 も見 られ

るという.石 器は,両 面加工石器,投 石用のボー

ラ,マ ス トドンの骨の加工品などが出土 している.

最新の情報によると,さ らに多 くの住居肚や足跡,

さらにエル ・ホボに似た尖頭器 も出土 していると

聞 く.筆 者はここを訪れる機会 を得たが,周 囲は

湿地 といってもよく,川 の流れによって削られた

段丘面の観察か らは,堆 積層がかなり浅 く,浸 食

作用 を受けていることが予想 された(写 真1).古

環境復元の専門家 による吟味 と分析が必要であ
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図5　 南米初期人類 の放射性 炭素年代(遺 跡番号 は図4と 同じ)

図6　 ベネズエラのエル ・ホボ型尖頭器(Bryan　 1983よ り)

る.ま た尖頭器発見のニュースはこの遺跡の信頼

性 を高める上で積極的に評価 したいが,他 の石器

については,人 工物 として判別できるものが少な

すぎる.

　二つだけ紹介 してみたが,こ のほかブラジルな

ど最近 の南米の年代 データは,お しなべ て1万

7000年 前か ら3万 年前の間 を示 している.し か

し,こ れ らの遺跡は,層 位,年 代測定値,遺 物が
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炉的構造物
骨
獣皮

木

未発堀区

後の時代の
水の流れ

加 工 された木 材
建築物

未発堀区

現在 のチ ンチ ワピ川

かつ ての川 床の 北岸

図7　 モ ンテ ・ベ ル デ遺 跡 の建 築物 と木,骨,炉 な どの分 布(Dillehay　 l989よ り)

写真1　 チ リ南部モ ンテ ・ベルデ遺跡　筆者撮影

人工物かどうかの判定があいまいであ り,肯 定的

な評価を与 えることはむずかしい.そ れになによ

りも,南 米でそれほど古い年代 を認めて も,南 米

以上に調査が実施されている北米で古い遺跡が発

見されていないのは論理的整合性に欠 けるといわ

ざるをえない.今 の ところ,南 米における1万

2000年 前以前の文化の存在については,研 究者間

の合意が得 られていないのである.こ れに関連し

て尖頭器の起源 について触れておきたい.
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　先クローヴィス文化の探求 は,も ともと見事 な

作 りを見せ るクローヴィス型尖頭器がいきな り生

まれたわけはなく,ど こかに母体 となる石器技術

があったはずだ という考えに端 を発 している.そ

れはもちろん正 しい研究方向ではある.

　た とえば,北 米でも南米でもクローヴィスに代

表 されるような尖頭器が登場する前には,片 面加

工の剥片石器や石核石器が製作 されていた と考 え

る研究者がいる.先 に もとりあげたアラン ・ブラ

イアンは,そ の代表格 である.尖頭器の役割を担 っ

た木器や骨器の存在は否定 していないが,石 器 は

単純な ものしかなかった と考 えるのである.こ こ

には,明 らかにこうした単純な石器複合 を持つ集

団がすでに存在 していて,そ こか ら見事 な石器文

化が開花 したという論理が見 える.根 拠はすでに

述べてきた先 クローヴィスの遺跡で認められる石

器複合にある(メ ドウクロフ トなど尖頭器を持ち

ながら古い年代が出ている遺跡 を除 く).

　 しかし,遺 跡 データの整合性 に問題のある先 ク

ローヴィス文化の遺跡 を論拠に据 えるには注意が

必要である.ま たブライアンが南米で片面加工剥

片および石核石器伝統(先 クローヴィス)の 代表

と考 えている遺跡の中には,モ ンテ ・ベルデやタ
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部 のチ リやアルゼンチンに限定 され,年 代 は最終

氷期末の1万2000か ら1万1000年 前頃を示す.

年代的有意差は,今 のところわずかであるので,

これをもって伝播経路 を論 じることはで きない

が,南 米西側に走 るアンデス山脈沿いに,移 住 も

しくは技術の伝播する回路,ル ー トが存在 してい

たことがうかが える.で はこれ ら尖頭器の起源に

ついてはどの ように考えた らよいのであろうか.

　南米の石器文化 を比較的新 しいと考える慎重派

は,北 米で1万1500年 前頃 より現われ るクロー

ヴィスやその後現われる様々な尖頭器に,南 米の

尖頭器の原型を求める傾向にある.魚 尾形尖頭器

に見 られる柄を装着するための樋状剥離の技術 は

独立発生 よりも単一の起源 を考えるのに適 してい

ると言えよう.ま たブライアンが南米で発明 され

た最古の尖頭器の一つ としてよくとりあげるベネ

ズエラのエル ・ホボ型尖頭器 も,年 代 を除けば,

北米 テキサスの レルマ型尖頭器 に類似 しているこ

とがよく指摘され る.こ のように南米全体の尖頭

器の発生を考えたとき,北 米 を視点から外すこと

はできない.

　一方ブライアンら早期渡来説の立場 に立てば,

片面加工剥片 ・石核石器伝統 こそ尖頭器が発明さ

れる土台を作 ったということになろう.こ れを示

唆する状況証拠 もい くつかある.た とえぼ樋状剥

離の技術を除けば,特 異な形態をとる魚尾形尖頭

グア ・タグアのように頭初の発掘

では出土 しなかった両面加工石器

や尖頭器が再調査の際に出土 して

いる例 も含 まれている.小 規模発

掘による限定 した資料 を扱 うこと

への警鐘 ともいえる.こ の点 を踏

まえた上で,石 器,と くに南米の

尖頭器の起源 について考えてみよ

う.

　すでに述べてきたように,南 米

各地での人類の活動を示す確実な

証拠 は魚尾形尖頭器の出現にある

(図8).エ クア ドルの山岳地帯,

ペルーの北海岸,ウ ルグアイ,コ

ロンビア,ベ ネズエラな どかな り

広い地域からその存在が報告 され

ているが,充 実 した資料は南米南
図8　 南米南端部 フェル ズ洞窟出土の尖頭器,下 段の1点 を

　 除いてすべて魚尾形尖頭器(Lynch　 1978よ り)
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器 となると,ク ローヴィスの主な分布域である北

米には存在せず,中 米や南米だけで使用されたこ

とが うかがえる.こ の点では北米以外の地での発

生を考えるには有利か もしれない.樋 状剥離でさ

え実験考古学の立場から南北両大陸に見られる技

術的相違を唱える研究者 もいる.

　 このように南米において尖頭器の登場 をかな り

古 く考え,ま た尖頭器 に先行する石器文化の存在

を認めるかどうかは,尖 頭器の起源を北米か らの

伝播 とするのか,南 米独自の発明なのか,あ るい

はそれ らの考 え方の折衷的なもので解釈すべきな

のか といった複雑な問題 と絡み合っているのであ

る.慎 重派 と早期渡来派 との論争の中で,い ずれ

何か解明の光が見えて くるか もしれない.

アメ リカ大陸 における人類の

拡散 と大型動物 の絶滅

　 アメ リカ大陸における最初の人類の年代は,尖

頭器文化が南北両大陸に登場 する1万2000年 前

頃ならば確実であ り,そ れ以前については決着が

ついていないことをこれ まで述べてきた.し かし

こうした解釈の相違は年代だけではな く,大 型動

物の絶滅,人 類拡散のモデルや出土する遺物や遺

残から推測 される生業面 まで影響 を及ぼ してい

る.

　氷期のアメリカ大陸には,さ まざまな大型動物

が生息 していた.マ ンモス(メ キシコ以北),マ ス

トドン,オ オナマケモノ,サ ーベル ・タイガー,

巨大アルマジロ,ウ マなどである.と ころが こう

した大型動物は,氷 期の末から後氷期の初めにか

けてのきわめて短い期間に絶滅 を遂げてしまう.

その原因はいまだによくわかっていない.

　 アリゾナ大学のポール ・マーティンは,人 為説

を掲げる研究者の一人である.マ ンモスな どが大

量 に殺鐵 された遺跡で尖頭器が発見されるクロー

ヴィス文化の例を引き,大 型動物の絶滅の時期 と

尖頭器の出現の時期の一致 に因果関係 を見いだ

す.さ らにこうした尖頭器 を伴 うパ レオ・インディ

アンの遺跡が南北両大陸で千年 しか違わずに分布

している点に注目して,カ ナダのエ ドモントンを

出発 した狩猟民がひたすら大型動物 を狩猟 し尽 く

しなが ら,急 速 に南下 を遂 げるシ ミュレーショ
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ン ・モデルを発表 した.

　 これに対 して後氷期 における氷河の後退 とそれ

に伴 う環境の変化が原因だ という環境変化説で応

じる一派 もある.氷 期の環境は少なくとも北米で

は季節性が乏 しく,地 域 による動植物の棲み分け

が見 られなかった.季 節性 と動植物の棲み分 けが

顕著 となる後氷期の環境 は大型動物の生息域 を狭

め,や がて絶滅 をもたらしたというのである.同

じような条件下であったアフリカやオース トラリ

ア大陸で絶滅 した動物が少 ないのは,人 類 と動物

の共生の歴史の長 さの違いによって説明できると

いう.し か しそれ以前 の間氷期 になぜ絶滅 しな

かったのかはこのモデルで はうまく説明できな

い.

　 いずれにしても考古学の分野にも多大な影響を

与えた意味で,マ ーティンの考え方は注目に値す

る.こ の説の流布によってクローヴィス人はマン

モス ・ハ ンター,パ レオ ・インディアンは大型動

物の狩猟に依存 していた という生業像 を根づかせ

る結果 となった.し かし本当に肉ばかり食べてい

たのであろうか.最 近の研究では,こ うした屠殺

肚でさえ,大 型動物の骨以外 にも多数の小動物,

植物の出土 を報 じるものが少な くない.北 米のク

ローヴィスやそれに続 くフォルサム文化の遺跡は

もちろん,南 米南端の洞窟遺跡で も絶滅動物 とと

もに,さ まざまな動植物資源の利用を示唆する証

拠が見つかっている.多 種多様な食料を摂取した

複合的な生業 を想定する方が真実に近 くはなかろ

うか.

　 もともとこの複合型生業形態(あ るいは一般的

採集狩猟)の 考 え方は,先 クローヴィスの存在を

認める研究者 も主張 してきた.メ ドウクロフ ト洞

窟 を発掘 してい るピッツバーグ大学 のジェーム

ズ ・ア ドヴォシオは,先 クローヴィスの層に白尾

鹿や小動物の骨,堅 果類 などの植物の遺残 を認め,

大型動物への依存 とは違 う生業パ ターンを抽出し

ている.ま た南米のデータか ら人類の登場 を古 く

考えるブライアンも,尖 頭器を含 まない未発達な

石器文化 を,大 型動物の狩猟に頼 るというよりも

周辺の環境 に適応 した複合的な生業の成立を示唆

する証拠 として据 えている.

　このように,た とえ先クローヴィス文化の存在

が現段階で認められるに至 っていないにせ よ,そ
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れ らのデータから推測される生業像 は,マ ーティ

ンの ように偏 った資源 に依存す るパ レオ ・イン

ディアンの姿を矯正する意味では重要な役割 を果

た している.

　大型動物の絶滅 とクローヴィス文化の時間的一

致は否定できない.何 らかの因果関係が求められ

るにしても,こ れをパレオ ・インディアンの一般

的な生業形態 と短絡的 に結び付 けるべ きではな

い.環境変化説 にも耳を傾 けなければならないし,

現存する複合的な生業 を持 つ採集狩猟民社会の

データから,パ レオ ・インディアンが威信獲得な

ど食料以外の別の文化的価値 を付与 した狩猟 を

行った可能性す ら想定で きる.

　大型動物の遺骸は確かに遺跡で印象的な存在で

ある.し かしそれに覆い隠 されてしまった細部の

情報にこそ真実が隠されているのかもしれない.

その意味では,た とえ先クローヴィス,あ るいは

それに相当する南米の石器文化の存在が現段階で

認め られ るに至っていないにせよ,尖 頭器出現以

前の人類の証拠をめ ぐる論争 は,副 産物 としてこ

れまで流布 していた生業像 の再吟味を呼 び起 こ

し,よ り正確 なパ レオ ・インディアン像 を描 くた

めの推進力 となっているといえるか もしれない.
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